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■表紙の写真について

【龍馬のぶーつ像】

　亀山社中から歩いてすぐの視界が開けた空間に突如現れた大きなブーツ！この

ブロンズ製の「龍馬のぶーつ」は、亀山社中創設130周年を記念して、市民グルー

プ「亀山社中ば活かす会」の呼びかけにより1995年に建立された、実際に履くこ

とができる体験型オブジェです。

　製作者は風頭公園に立つ「坂本龍馬之像」と同じく長崎出身の山崎和國氏。亀

山社中の創設がわが国近代化の第１歩となったことから、長崎の歴史や文化をよ

り深く理解してもらおうと願いをこめて、龍馬のトレードマークであるブーツを

選んだそうです。

　ポケットパークから望む長崎港や長崎の街並みは「長崎都市景観賞」を受賞す

るほどの絶景で、人気のフォトスポットとなっています！ブーツには靴を履いた

まま足を入れることができるので、船の操舵輪を握りながら龍馬になったような

気分を味わってみてはいかがですか。

（写真提供：（一社）長崎県観光連盟）
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ご　あ　い　さ　つ

一般財団法人長崎県消防設備協会　　　

理事長　梁　瀬　正　輝

　一般財団法人長崎県消防設備協会は、消防用設備等点検報告制度を適正かつ円滑に実施

するため、昭和51年７月に消防機器、管工事、電気工事の関係団体の協力のもとで財団法

人として設立され、その後、平成24年４月の一般財団法人への移行を経て現在に至ってお

ります。

　長崎県をはじめ県下の消防機関、一般財団法人日本消防設備安全センターを含む関係団

体並びに会員の皆様方におかれましては、この間、多大なご指導とご支援を賜り深く感謝

申し上げます。

　昨年１月に能登半島地震が発生して以降も、鹿児島トカラ列島地震や記録的な豪雨、台

風等による土砂災害などが多発するとともに、大きな林野火災や建物の火災等も全国的に

発生しております。

　こうした中、社会に安全と安心を提供する役割の一端を担う当協会といたしましては、

消防用設備等の点検及び維持管理の適正化や普及啓発の推進を図るため、引き続き新型コ

ロナウイルスなどの感染症対策を徹底しながら講習会などを含む各種事業の推進を図って

まいります。

　結びに、関係各位のなお一層のお力添えを賜りますようお願い申し上げまして、ご挨拶

とさせていただきます。

（評議員・役員）
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理事会・評議員会を開催しました

　令和７年３月13日（木）、長崎市民会館において令和６年度第３回理事会を開催し、令和

７年度事業計画及び収支予算について審議しました。

　また、令和７年６月17日（火）、長崎市サンプリエールにおいて令和７年度定時評議員会

を開催し、令和６年度事業報告及び収支決算について審議しました。

　理事会及び評議員会で審議した議案については、いずれも原案のとおり承認されました。

　令和６年度に実施した各種講習会、点検済表示制度の推進など各種事業に伴う収入及び

支出の決算額は、以下の通りです。

⑴　収入の部

（単位：千円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 備　考

基本財産運用収入 1 0 △1

入会金、会費収入 1,280 1,342 62

事 業 収 入 29,700 29,181 △519

補 助 金 等 収 入 350 350 0

雑 収 入 611 628 17

計 31,942 31,501 △441

⑵　支出の部

（単位：千円）

科　　目 予　算　額 決　算　額 増　減　額 備　考

事 業 費 8,061 8,415 354

管 理 費 23,731 23,181 △550

予 備 費 150 0 △150

計 31,942 31,596 △346

令和６年度の事業に伴う決算
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　令和７年度も各種講習会の開催、点検済表示制度の推進及び広報活動等の各種事業を計

画しており、これらの事業計画と予算は、以下のとおりです。

１．事業計画
⑴　講習会等の開催

ア．消防設備士法定講習

イ．消防設備点検資格者本講習

ウ．消防設備点検資格者再講習

エ．防火管理新規講習（甲種）

オ．防火管理再講習（甲種）

カ．防火・防災管理新規講習（併催講習）

キ．消防設備実務者研修会

⑵　点検済表示制度の推進

⑶　行政機関及び関係団体等との連携

⑷　広報活動

⑸　損害賠償責任保険等の付保

⑹　法令集、参考図書等の斡旋

⑺　その他協会の設立目的達成のための必要な事項

２．予　　算

⑴　収入の部� （単位：千円）

科　　目 令和７年度 令和６年度 増　減　額 備　考

基本財産運用収入 1 1 0

入会金、会費収入 1,278 1,280 △2

事 業 収 入 28,563 29,700 △1,137

補 助 金 等 収 入 350 350 0

雑 収 入 611 611 0

計 30,803 31,942 △1,139

⑵　支出の部� （単位：千円）

科　　目 令和７年度 令和６年度 増　減　額 備　考

事 業 費 6,904 8,061 △1,157

管 理 費 23,799 23,731 68

予 備 費 100 150 △50

計 30,803 31,942 △1,139

令和７年度の事業計画と予算
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　和７年春の褒章（黄綬褒章）

　本協会の理事　田中　俊晴氏（九州消火器材株式

会社代表取締役）が、この度、永年にわたり消防設

備保守業務に精励するとともに、業界及び社業の発

展に大きく貢献した功績により、令和７年春の褒章

において「黄綬褒章」を受章されました。

　褒章伝達式は、去る令和７年５月28日（水）、合同

庁舎（総務省）地下２階講堂（東京都千代田区霞ヶ

関二丁目１番２号）において執り行われ、式典後、

他の受章者とともに皇居に参内され、天皇陛下の拝

謁を賜りました。

　このご受章は、ご本人、ご家族はもとより、本協

会にとりましても大変名誉なことであり、会員一同

心よりお慶び申し上げますとともに、今後益々のご

健勝とご活躍、社業のご隆盛を祈念いたします。 黄綬褒章　田中　俊晴　様
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消防設備関係功労者等表彰

　令和６年度消防設備関係功労者等表彰式が、令和６年11月１日に東京都港区明治記念館

において行われ、３名の方が受賞されました。

　また、長崎県消防設備協会表彰式が、令和７年６月17日に長崎市のサンプリエールにお

いて行われ２名の方が受賞されました。

　受賞された方々の栄誉を心からお慶び申し上げますとともに、今後益々のご健勝とご活

躍を祈念いたします。

◎消防庁長官表彰（令和６年11月１日）

稲次　　豊　様（一般財団法人長崎県消防設備協会　元理事）

◎一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰（令和６年11月１日）

阿比留人美　様（株式会社八興電設　代表取締役）

大久保譲二　様（株式会社玄海電設　専務）

消防庁長官表彰　稲次　　豊　様（最前列右から４人目）

阿比留人美　様

稲次　　豊　様

大久保譲二　様
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一般財団法人長崎県消防設備協会理事長表彰

○永年にわたり消防用設備等の適切な保守業務を推進し、その業績が顕著であった方

進藤　　勉　様　（株式会社進藤電業　代表取締役）

合資会社 山根　様　（代表社員　山根　　仁）

表彰の模様（右側は進藤様）

表彰状をお持ちの方　左から進藤様、山根様

表彰の模様（右側は山根様）
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現在の協会会員数

損害賠償責任保険の付保について

（令和７年６月現在）

種　　　類 管　工　事 電気工事 消防機器 そ　の　他 計

維 持 会 員

（ う ち 登 録 会 員 ）

25名

（10名）

48名

（16名）

56名

（54名）

16名

（15名）

145名

　（95名）

賛　助　会　員（個人） 11名

賛　助　会　員（法人） ３社

　今後とも、以下のような加入のメリットをＰＲし、加入促進に努めてまいりますので、

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

〈加入のメリット〉（＊表示登録会員の場合）

①　消防用設備等点検済表示制度による点検済票の交付（＊）

　安全センターを中心とする全国統一ルールの適用下、安全安心の証として点検済票を

貼付することができ、会員事業所の信頼性やブランド力の向上に繋がります。

②　協会で一括加入している損害賠償責任保険の適用（＊）

　１事故２億円、期間中２億円（免責金額なし）の保険が適用され、点検業務のリスク

軽減が図られます。

③　消防庁、安全センター等からの情報や会報の提供

　消防庁や安全センター等からの情報が適宜提供されるとともに、協会の会報（各種講

習会の日程や法令改正の動向などを掲載）が定期的に送付されます。

④　実務者研修会等への出席

　消防用設備等に係る実務者研修会やセミナー等の案内が受けられ、無料で出席するこ

とができます。

⑤　協会や安全センター等による表彰

　定期的に会員を対象として本協会や安全センター等による表彰を行っております。

　協会では、表示登録会員が点検済票を貼付している防火対象物の点検業務に起因して発

生した事故の損害を賠償するため、令和７年４月に保険金額を１事故２億円、期間中限度

２億円（免責金額なし）とする損害賠償責任保険契約を日新火災海上保険㈱と締結しました。

　点検業務に起因する事故が発生した場合は、その事故の概要を速やかに協会へ連絡して

ください。

※�登録の更新申請書に記載する売上高、また協会が別途、照会する売上高は、点検業務に

係る売上高（税込）ですので、ご注意ください。
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点検資格者（本）講習の模様（令和６年10月９日）
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消防用設備等点検済票（ラベル）の交付実績

　令和６年度における点検済票（ラベル）の交付状況は、次のとおりです。

　上段が令和６年度、下段が令和５年度の実績です。令和６年度は、前年比4.4％減ですが、

過去２番目の実績でした。

（単位：枚）

区　　　　　分 長　　　崎 佐　世　保 計

消 火 器 用
253,027 81,400 334,427

254,385 78,950 333,335

消 火 器 以 外 用
122,193 41,700 163,893

142,525 45,350 187,875

耐 圧 試 験 用
332 37 369

225 67 292

容 器 弁 バ ブ ル 用
40 40 80

130 0 130

合　　　　　計
375,592 123,177 498,769

397,265 124,367 521,632

○�消防用設備等点検表示制度は、消防庁の指導の下、点検実施者の責任の明確化や点検の

確実な履行を促進するため、平成９年度から実施しています。

○�９月に幹事会、２月に管理委員会を開催し、点検済表示登録会員の登録更新の審査、点

検済ラベルの交付状況や表示登録会員の動向、各種講習会の開催計画などについて審議

し、併せて点検報告率の向上に向けた取組等について協議しました。

消防用設備等点検済表示管理委員会

管理委員会（令和７年２月12日）
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消防設備点検資格者

「本講習」･「再講習」の実施について
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１．消防設備点検資格者「本講習」

本年度も以下のとおり実施いたしますので、取得希望の方は受講してください。

開　催　地 実　施　日 曜日 種　　別 会　　　　　　場 申込み受付期間

長　崎　市

令和７年　　
　　10月８日

水

１　　種

長崎県勤労福祉会館

大会議室Ａ（３Ｆ）

（長崎市桜町９－６）

令和７年　　
　８月４日㈪

～

　８月21日㈭

　　10月９日 木

　　10月10日 金

令和７年　　
　　10月29日

水

２　　種

長崎県勤労福祉会館

大会議室Ａ（３Ｆ）

（長崎市桜町９－６）

令和７年　　
　８月25日㈪

～

　９月11日㈭

　　10月30日 木

　　10月31日 金

２．消防設備点検資格者「再講習」

　点検資格者は５年に１回再講習を受ける必要があります。本年度は以下のとおり実施

いたします。該当者には（一財）日本消防設備安全センターから通知がありますので、

注意しておいてください。

　受講しないと資格を失いますので、必ず受講してください。

開　催　地 実　施　日 曜日 種　　別 会　　　　　　場 申込み受付期間

長　崎　市

令和８年　　
　　２月５日

木 １　　種 長崎県勤労福祉会館

大会議室Ｂ（４Ｆ）

（長崎市桜町９－６）

令和７年　　
　11月21日㈮

～

　12月５日㈮
　　２月６日 金 ２　　種

※再講習は、オンライン講習も可能です。

★オンライン講習実施期間

第１回目　受付期間
　　　　　受講期間

令和７年７月１日（火）～令和７年７月29日（火）
令和７年７月８日（火）～令和７年８月12日（火）

第２回目　受付期間
　　　　　受講期間

令和７年９月２日（火）～令和７年９月30日（火）
令和７年９月９日（火）～令和７年10月14日（火）

第３回目　受付期間
　　　　　受講期間

令和７年11月４日（火）～令和７年12月２日（火）
令和７年11月11日（火）～令和７年12月16日（火）

第４回目　受付期間
　　　　　受講期間

令和８年１月13日（火）～令和８年３月３日（火）
令和８年１月20日（火）～令和８年３月24日（火）
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通　　知 通　　達
長崎市消防局　

　　　提供資料
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「令和６年度　消防用設備等の点検報告率向上に係る支援事業について」

（消防機関と協会の連携事業）

　一般財団法人日本消防設備安全センターでは、点検報告率の向上のための都道府県協会

の消防機関との連携事業を支援（助成金を交付）しており、令和６年度にこの取組みを実

施した協会は、全国20の協会、九州では本県を含む４県の協会が実施し、点検報告率の向

上に一定の成果を得られたことが確認されています。

　当協会においては、令和５年度から県民の皆様の安全安心の確保に資することを目的に、

関係消防機関のご理解とご協力をいただきながら当該取組みを実施しています。

１　令和６年度の取組みの概要

○�連携対象の消防機関　県央地域広域市町村圏組合消防本部、島原地域広域市町村圏組

合消防本部、平戸市消防本部、松浦市消防本部

○事�業内容　消防本部と連携して、点検報告が行われていない防火対象物の関係者へ点

検報告制度及び点検済表示制度の普及啓発を行うとともに、点検報告を促す通知文

書とリーフレットを発送する取り組み。

　　協会は郵送経費を負担するとともにリーフレットを提供。

〇本事業実施による点検報告率　46.8％

２　令和７年度

〇�県央地域広域市町村圏組合消防本部、島原地域広域市町村圏組合消防本部、対馬市消

防本部の３消防本部と連携して、昨年度と同様の取組みを実施中。
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表 示 登 録 会 員 名 簿
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（一財）消防試験研究センター長崎県支部からのお知らせ

（22） （23）
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消防設備士試験の受験申請について

１�　受験の申請方法は、（一財）消防試験研究センター（以下、センター）のホームページ

からインターネットを利用して行う電子申請と、センター長崎県支部に願書を提出する

書面申請とがあります。

※�電子申請ができる試験種別が拡大されており、各種証明書類等の必要な方、複数種類

の受験を希望される方についても電子申請が可能となりました。

　電子申請をぜひご利用ください。

２　電子申請の詳細は、センターのホームページをご覧ください。

　　（https://www.shoubo-shiken.or.jp/）

　電子申請をされた方には、申請時に入力された電子メールアドレスに受験票がダウン

ロードできる旨のメールがセンターから送信されますので、受験票をダウンロードし印刷

してください。

　受験票がダウンロードできない方は、センター本部電子申請室に問い合わせてくださ

い。

「センター本部電子申請室」TEL0570-07-1000　9:00～17:00（土・日・祝日を除く）

３�　書面申請に必要な試験案内、願書、受験手数料払込用紙等は、センター長崎県支部の

ほか県内各地域の消防署、長崎県消防保安室及び県内の各振興局等で入手できます。

　書面申請での受験手数料の払込み方法が、郵便局（ゆうちょ銀行）の窓口のほか、２

次元コード経由での払込みができるようになりました。

　書面申請をされた方には、後日、センター長崎県支部から受験票が送付されます。

　受験票が試験日の１週間前までに届かない場合は、速やかにセンター長崎県支部に連絡

してください。

４�　受験票には、受験日前６か月以内に撮影した正面、無帽（宗教上または医療上の理由

がある場合を除く）、無背景、上三分身像の縦4.5㎝、横3.5㎝またはパスポート規格の大

きさ、枠なし、鮮明なものを受験票に貼って試験当日に必ず持参してください。受験票

を持参しないと受験できません。
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消防設備士免状の写真書換え・再交付について

１　免状の交付を受けてから10年が経過する前に「写真書換え」の申請をしてください。

２　免状を紛失等した場合は、免状の再交付を受けてください。

３�　書換え・再交付申請書等は、センター長崎県支部のほか県内各地域の消防局・消防本

部で入手できます。また、センターのホームページからも申請書用紙をダウンロードす

ることができます。申請に必要なものは、入手した書類またはホームページで確認して

ください。

４�　書換え・再交付申請書に貼る写真は、６か月以内に撮影した正面、無帽（宗教上また

は医療上の理由がある場合を除く）、無背景、上三分身像の縦4.5㎝、横3.5㎝またはパスポー

ト規格の大きさ、枠なし、鮮明なものです。

【写真書換え・再交付の申請先】

・写真書換え…居住地、勤務地、免状の交付を受けた都道府県のセンター支部

・再　交　付…免状の交付を受けた、または書換えをした都道府県のセンター支部

【申請先・問い合わせ先】

一般財団法人　消防試験研究センター長崎県支部
〒850-0032　長崎市興善町６－５　興善町イーストビル５階

TEL 095－822－5999　FAX 095－822－4655

https://www.shoubo-shiken.or.jp/



事務局からのお知らせ
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〇消防用設備等点検済票（ラベル）のご注文は早目にお願いします。

　事務局では、ラベルの注文をお受けした際、速やかに交付するよう努めておりますが、

天候などの影響による配送遅延などによりお届けするまでに相応の日数を要することも

ありますので、１週間程度の余裕をもってご注文いただくようお願いします。

〇�消防設備協会九州ブロック連絡協議会における消防用設備等点検済票の不適正な貼付に

関する取り組みについて

　九州・沖縄各県及び山口県の協会で組織する標記協議会は、点検済表示登録会員が実

施する他県における点検済票の貼付に関して、適正な運用を図る観点から、他県会員に

よる自社製点検済票の貼付や他県協会発行の点検済票の貼付が確認された場合、各県協

会が相互に連絡調整を行い、関係者に対して改善の働きかけ（正規のラベルへの張り替

えなど）を行っております。

（対応の流れ）

① 違反の確認  ⇒  ② 是正の依頼  ⇒  ③ 改善報告書の提出  ⇒  ④ 状況の確認

　会員の皆様におかれましては、今後ともご協力をお願いいたします。

～～～～～～～　長崎県消防設備協会の事務局員をご紹介します　～～～～～～～

事務局長（兼常務理事）　　　久保眞一郎

業務部長　　　　　　　　　木村　愼吉

事務局員　　　　　　　　　渡部　洋子

※今後ともよろしくお願いします。
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（一財）長崎県消防設備協会では、タイムリーな情報提供に努めております。

ホームページの新着情報など、定期的に更新しておりますので、ご覧ください。



安全・安心のしるし、点検済票

消火器用 その他の設備用


